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《
資
料
紹
介
》『
禅
林
象
器
箋
』
写
本
の
調
査
事
始
め

堀　
　
　
　
　

祥　
　

岳

一
、
は
じ
め
に　

─
『
禅
林
象
器
箋
』
と
そ
の
研
究
課
題
─

『
禅
林
象
器
箋
』
は
、
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
規
則
・
機
構
・
行
事
・
堂
舎
・
法
具
・
器
物
な
ど
に
つ
い
て
、
内
外
の
文
献
を

援
用
し
な
が
ら
語
義
・
由
来
等
を
考
証
し
た
書
物
で
あ
る
。
著
者
の
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
─
一
七
四
四
）
は
近
世
に
お
け
る
臨

済
宗
屈
指
の
学
僧
で
、
そ
の
著
作
は
三
七
四
種
・
九
一
一
冊
に
も
の
ぼ
る
一
。

無
著
道
忠
の
学
問
的
立
場
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
内
外
に
可
能
な
限
り
の
文
献
を
渉
猟
し
、
か
つ
綿
密
な
比
較
検
討
に

よ
っ
て
客
観
的
に
解
釈
を
導
く
そ
の
研
究
姿
勢
で
あ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』
の
「
序
」
に
み
え
る
「
大
凡
仏
教
・
儒
典
、
諸
子
・

歴
史
、
詩
文
・
小
説
、
目
の
及
ぶ
所
、
意
の
詣
ず
る
所
、
遠
く
蒐あ

つ

め
近
く
羅あ

み

し
」
の
文
言
が
示
す
ご
と
く
、「
援
書
目
録
」
に

採
録
さ
れ
た
文
献
は
、
内
典
・
外
典
あ
わ
せ
て
七
七
〇
種
に
も
お
よ
ぶ
。『
禅
林
象
器
箋
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
無
著
道
忠

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ
学
究
の
成
果
物
で
は
あ
る
が
、
厖
大
な
著
作
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

無
著
道
忠
の
思
想
や
業
績
に
つ
い
て
は
、
飯
田
利
行
や
柳
田
聖
山
ら
の
研
究
成
果
が
あ
る
が
二
、
無
著
の
著
作
そ
れ
ぞ
れ
の

成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
な
お
明
ら
か
に
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
幸
い
に
も
無
著
は
『
照
冰
紀
年
録
』
の
よ
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う
な
年
譜
や
『
逐
年
閲
書
記
』
の
よ
う
な
読
書
録
を
著
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
無
著
の
著
述
編
纂
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
三
。
す
で
に
柳
田
聖
山
は
、
無
著
の
学
問
的
背
景
と
し
て
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
か
ら
同
一
二
年

に
か
け
て
五
年
間
に
わ
た
り
無
著
が
写
経
生
と
し
て
加
わ
っ
た
、
妙
心
寺
の
大
蔵
経
書
写
事
業
（
底
本
は
建
仁
寺
の
高
麗
蔵
）
の

与
え
た
影
響
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
著
の
多
大
な
業
績
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
に
至
る
経
過
を
歴
史
的

に
究
明
す
る
こ
と
が
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
、
無
著
三
二
歳
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
叢
林
略
清
規
』
を
の
ぞ
き
、
無
著
の
著
作
は
稿
本
の
ま
ま
当
初
龍
華
院
に
遺

さ
れ
た
が
、
厖
大
な
そ
の
蔵
書
が
、
以
後
ど
の
よ
う
に
伝
来
・
流
布
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
も
、
解
明
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

今
回
は
、
た
ま
た
ま
自
坊
に
『
禅
林
象
器
箋
』
の
写
本
を
所
蔵
し
て
い
た
機
縁
に
よ
り
、
同
書
の
写
本
に
つ
い
て
僅
か
な
検

討
を
加
え
た
。
ま
た
、
写
本
調
査
の
過
程
で
閲
覧
し
た
春
光
院
所
蔵
『
象
器
緒
餘
』
に
、
既
刊
の
影
印
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
「
象
器
箋
例
言
」
な
る
頁
が
あ
っ
た
の
で
併
せ
て
そ
の
本
文
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。
写
本
の
調
査
研
究
は
、
研
究
課
題
と
し

て
提
示
し
た
無
著
道
忠
の
遺
著
の
伝
来
・
流
布
に
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
ま
た
「
象
器
箋
例
言
」
の
検
討
は
、
無
著
の
著
述
活

動
全
体
に
お
け
る
『
禅
林
象
器
箋
』
の
位
置
づ
け
が
示
さ
れ
る
点
で
意
義
を
も
つ
と
考
え
る
。

二
、『
禅
林
象
器
箋
』
写
本
の
所
在

『
禅
林
象
器
箋
』
は
無
著
道
忠
の
自
筆
稿
本
（
原
本
）
が
妙
心
寺
塔
頭
・
龍
華
院
に
伝
わ
る
。
本
文
二
十
巻
・
目
録
一
巻
の

二
一
巻
二
一
冊
の
構
成
で
あ
る
。
本
書
の
存
在
が
一
般
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
二
年
四
月
に
原
本
を

底
本
と
し
て
開
版
（
貝
葉
書
院
刊
）
さ
れ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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写
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』
の
初
版
に
掲
載
さ
れ
た
目
録
を
禅
文
化
研
究
所
が
増
補
し
た

「
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
目
」
四
に
判
明
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
）
は
筆
者
に
よ
る
補
筆
。

→　
�

金
閣
寺
、
大
機
院
（
東
福
寺
塔
頭
）、
両
足
院
（
建
仁
寺
塔
頭
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
清
見
寺
、
石
川
県
立
図
書
館

李
花
亭
文
庫
、
足
利
学
校
、
大
中
院
（
建
仁
寺
塔
頭
）、
東
海
庵
（
妙
心
寺
塔
頭
）、
校
国
寺
（
未
詳
）

こ
の
う
ち
傍
線
を
付
し
た
所
蔵
元
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
作
成
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

→　

石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
（
一
一
冊
）、
足
利
学
校
（
巻
七
～
一
二
、
六
冊
）、
大
中
院
（
二
一
冊
）

さ
ら
に
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
（
二
一
冊
）
に
、
ま
た
大
学
図
書
館
蔵
書
検
索
に
よ
っ
て
京

都
教
育
大
学
附
属
図
書
館
お
よ
び
駒
澤
大
学
図
書
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
今
回
新
た
に
写
本
の
所
蔵
元
と
し
て
紹
介
す
る
の
が
岐
阜
県
高
山
市
の
安
国
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
で
あ

る
。
当
寺
は
南
北
朝
時
代
に
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
全
国
に
設
置
さ
れ
た
安
国
寺
の
う
ち
飛
騨
安
国
寺
に
あ
た
る
。

以
上
、
右
に
掲
げ
た
写
本
の
う
ち
、
太
字
で
示
し
た
所
蔵
元
に
限
り
写
本
の
調
査
を
実
施
し
た
の
で
概
略
を
報
告
し
た
い
。

三
、
調
査
写
本
の
概
要

①
京
教
大
本
（
京
都
教
育
大
学
附
属
図
書
館
）

京
教
大
本
（
筆
者
に
よ
る
略
称
、
以
下
同
）
は
、「
表
目
」（
首
巻
）
一
巻
と
巻
一
～
二
十
の
計
二
一
冊
か
ら
成
る
。

表
紙
に
外
題
（
題
簽
）
は
な
く
、
袋
綴
の
地
に
「
象
器
箋
巻
一
」
～
「
象
器
箋
巻
二
十
」
お
よ
び
「
象
器
箋
表
目
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
一
～
七
の
背
に
は
「
定
正
院
什
物
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
巻
一
～
二
十
に
か
け
て
【
表
一
】
の
よ
う
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な
奥
書
が
あ
り
、
ま
た
収
納
箱
の
ケ
ン
ド
ン
箱
（
は
め
込
み
式
）
に
も
墨
書
を
有
す
る
。

ま
ず
【
表
一
】
に
み
え
る
奥
書
に
よ
り
、
こ
の
写
本
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
翌
六
年
に
か
け
て
、
越
後
国
古
志
郡

鷺
巣
村
（
現
在
の
長
岡
市
鷺
巣
町
）
の
宝
林
山
定
正
院
二
五
世
・
杜
多
智
泉
（
大
道
智
泉
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
判
明
す

る
。
定
正
院
は
、
室
町
期
の
扇
谷
上
杉
家
当
主
・
上
杉
定
正
ゆ
か
り
の
寺
と
伝
え
ら
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
、

書
写
は
複
数
人
の
手
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
唯
一
「
哲
應
」
の
名
が
巻
十
の
奥
書
に
残
さ
れ
る
。
こ
の
「
哲
應
」
は
、『
曹

洞
宗
全
書�

大
系
譜
』
に
よ
れ
ば
、
定
正
院
二
五
世
「
大
道
智
泉
」
を
嗣
い
だ
二
六
世
「
哲
應
儀
俊
」
で
あ
ろ
う
。

【
表
一
】『
禅
林
象
器
箋
』
京
都
教
育
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
み
え
る
奥
書

巻

年

月

奥
書

14
安
政
5
7
月
中
旬
安
政
五
午
初
秋
仲
旬
、
宝
林
山
・
杜
多
智
泉
写
焉

1
安
政
5
8
月

安
政
五
年
仲
秋
之
月
、
北
越
長
城
南
郷
鷺
巣
邑
宝
林
山
・
杜
多
智
泉
写
之
、

6
安
政
5
（
秋
）

安
政
五
午
季
秋
、
於
寶
林
精
舎
、
杜
夛
智
泉
写
焉

20
安
政
5
（
秋
）

安
政
五
戊
午
季
秋
、
越
後
古
志
之
郡
長
城
之
南
郷
鷺
巣
邑
定
正
院
二
十
五
世
・
大
道
智
泉
杜
夛
写
之
、

7
安
政
5
12
月
上
旬
安
政
戊
午
冬
臘
月
上
旬
、
禅
餘
而
写
焉
、
北
越
長
城
南
郷
定
正
院
・
杜
夛
智
泉

10
安
政
5
12
月

維
時
安
政
五
午
極
月
、
於
鷺
峰
精
舎
、
哲
應
写
之

8
安
政
6
1
月
下
旬
安
政
六
未
孟
春
下
旬
、
於
北
越
長
城
南
郷
鷺
巣
邑
宝
林
山
定
正
院
・
杜
夛
智
泉
写
之

4
安
政
6
（
春
）

安
政
六
未
春
、
淂
寺
務
之
間
写
之
、
智
泉
杜
夛

3
安
政
6
4
月

安
政
六
未
初
夏
、
越
後
古
志
郡
定
正
院
・
杜
多
智
泉
、
淂
禅
餘
之
閑
・
寺
務
之
隙
写
焉

19

北
越
古
志
郡
長
城
南
郷
鷺
巣
邑
宝
林
山
・
智
泉
写
之
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ま
た
、
奥
書
に
み
え
る
「
鷺
峰
精
舎
」
は
、
定
正
院
近
辺
に
「
鷺
峰
」
の
山
号
・
寺
号
を
有
す
る
寺
院
が
見
当
た
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
鷺
巣
村
に
所
在
す
る
定
正
院
の
別
称
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
写
本
が
京
都
教
育
大
学
の
前
身
・
京
都
学
芸
大
学
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
は
昭
和
二
九
年
一
一
月
二
九
日
だ
が
、
そ
の
経

緯
は
不
詳
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
収
納
箱
の
墨
書
銘
で
あ
る
。
内
部
が
三
段
と
な
る
ケ
ン
ド
ン
箱
（
は
め
込
み
式
）
の
蓋
に
、「
禅
林
象
器
箋
」

（
表
）、「
文
政
十
三
庚
寅
孟
秋
新
添
、
隣
華
書
蔵
」（
裏
）
の
墨
書
が
み
え
る
【
図
一
】。
収
納
さ
れ
る
写
本
は
定
正
院
什
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
た
め
、
本
来
は
収
納
箱
と
写
本
は
別
々
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

多
く
の
写
本
が
臨
済
宗
寺
院
に
伝
存
す
る
一
方
で
、
こ
の
写
本
を
書
写
・
架
蔵
し
た
定
正
院
が
歴
然
と
し
た
曹
洞
宗
寺
院
で

あ
る
点
も
興
味
深
い
。
ま
た
、
京
都
か
ら
離
れ
た
越
後
国
で
書
写
が
な
さ
れ
た
の
は
、
底
本
の
遠
方
へ
の
借
用
が
可
能
だ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
写
本
の
流
布
が
越
後
国
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
の
か
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

【
図
一
】
京
教
大
本
を
収
納
す
る
ケ
ン
ド
ン
箱
（
写
真
上
）
お
よ
び
蓋
の
裏
書
（
写
真
下
）
京
都
教
育
大
学
図
書
館
所
蔵
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②
阪
大
本
（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
）

阪
大
本
は
、
首
巻
と
巻
一
～
二
十
の
二
一
巻
二
一
冊
か
ら
成
る
。
大
阪
大

学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
長
ら
く
未
整
理
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が

平
成
一
九
～
二
〇
年
度
に
調
査
整
理
さ
れ
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
編
『
大

阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵�

和
古
書
目
録�

第
二
稿
』（
二
〇
〇
九
年
）
に
て
所
在

が
公
表
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
当
本
は
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
巻
九
～
二
十
の

一
二
冊
の
み
閲
覧
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
に
は
「
禅
林
象
器
箋　

九
」「
禅
林
象
器
箋　

二
十
」
と
い
っ
た
外

題
（
題
簽
）
が
あ
り
、
同
時
に
表
紙
中
央
上
部
に
例
え
ば
「
器
物
〈
下
〉、
銭

財
」（
巻
二
十
）
の
よ
う
な
類
題
名
が
外
題
と
同
筆
に
て
記
さ
れ
て
い
る
。

蔵
印
は
大
阪
大
学
の
蔵
書
印
と
受
入
印
が
あ
る
の
み
だ
が
、
各
巻
首
右
下

に
「
隣
華
蔵
」（
あ
る
い
は
「
隣
花
蔵
」）
と
書
き
入
れ
が
あ
り
、
当
本
が
妙
心
寺

塔
頭
・
隣
華
院
旧
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
【
図
二
】。
大
阪
大

学
の
受
入
印
に
は
昭
和
二
七
年
八
月
三
〇
日
を
示
す
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て

い
る
が
、
大
学
へ
の
移
入
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。
箱
や
帙
は
存
在
し
な
い
。

③
李
花
亭
文
庫
本
（
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
）

李
花
亭
文
庫
本
は
、
首
巻
一
冊
と
二
巻
ず
つ
合
綴
さ
れ
る
巻
一
～
二
十
の
一
〇
冊
、
計
一
一
冊
か
ら
成
る
。
李
花
亭
文
庫

は
、
金
沢
市
出
身
の
国
文
学
者
・
藤
岡
作
太
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
一
〇
）
の
旧
蔵
書
で
、
和
漢
書
三
九
〇
二
冊
・
洋
書
九
五
冊
・

【
図
二
】
阪
大
本
・
巻
九
の
巻
首

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
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雑
誌
三
種
四
七
冊
に
及
ぶ
蔵
書
群
で
あ
る
。
巻
首
（
第
一
丁
オ
モ
テ
）
の
蔵
印
は
「
李
花
亭
文
庫
」
印
の
ほ
か
、
藤
岡
作
太
郎
に

係
る
「
布
地
遠
香
」
の
印
記
が
あ
る
。「
前
田
侯
爵
家
寄
贈
之
記
」
印
は
、
明
治
四
五
年
に
石
川
県
立
図
書
館
が
設
立
さ
れ
た

際
に
前
田
家
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
李
花
亭
文
庫
を
は
じ
め
と
す
る
図
書
が
購
入
さ
れ
た
経
緯
に
基
づ
き
押
印
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
冊
最
終
丁
に
は
「
石
川
縣
立
図
書
館
」
の
受
入
印
が
あ
り
、「
四
四
・
六
・
一
九
」
の
年
月
日
が
押
印
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
明
治
四
四
年
六
月
一
九
日
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

表
紙
左
肩
の
題
簽
に
は
「
禅
林
象
器
箋　
〈
一
／
二
〉」
と
い
っ
た
墨
書
が
あ
る
。
ま
た
袋
綴
の
背
に
も
「
禅
林
象
器
箋
」

「〈
一
／
二
〉」
の
墨
書
が
あ
る
。

各
巻
の
最
終
丁
に
は
書
写
奥
書
が
朱
書
き
さ
れ
る
。
巻
一
に
は
「
卅
一
年
一
月
八
日
書
写
了
、
卅
二
年
三
月
廿
六
日
校
閲

了
」
と
あ
る
が
、
巻
二
以
降
は
書
写
に
関
す
る
記
載
が
な
い
【
表
二
】。

書
写
の
経
緯
は
、
巻
二
十
・
末
尾
の
本
奥
書
に
続
い
て
朱
書
き
さ
れ
る
書
写
奥
書
（
イ
、
八
〇
丁
ウ
ラ
）
と
、
続
く
八
一
丁
オ

モ
テ
・
ウ
ラ
に
記
さ
れ
る
書
写
奥
書
（
ロ
）
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
【
図
三
】。
イ
・
ロ
の
全
文
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

イ　
（
朱
書
）�「
原
本
一
冊
こ（

毎
）と

に
「
隣
華
蔵
」
と
し
る
し
、
署
印
な
し
。
函
の
蓋
の
裏
に
は
「
文
政
十
三
庚
寅
孟
秋
新
添
、
隣

華
書
蔵
」
と
あ
り
。
原
本
二
十
冊
、
外
に
首
巻
一
冊
あ
り
し
を
、
合
綴
し
て
十
冊
、
外
に
首
巻
一
冊
と
す
。

　
　
　
　
　

明
治
卅
二
年
五
月
廿
三
日�

」

ロ　

�「
明
治
廿
九
年
の
秋
、
鈴
木
大
拙
わ
が
家
に
寓
せ
し
を
り
、
嘗
て
鎌
倉
の
円
覚
寺
に
て
禅
林
象
器
箋
を
見
し
こ
と
を
語
る
。

そ
の
時
は
じ
め
て
か
ゝ
る
書
の
あ
る
を
知
り
て
、
こ
れ
を
見
ん
と
欲
す
る
こ
と
切
な
り
。
後
、
幾
く
も
な
く
宝

山（
マ
ヽ
、以
下
同
）

裁
松
妙
心
寺
に
こ
の
書
の
あ
る
こ
と
を
告
ぐ
。
よ
り
て
裁
松
に
托
し
て
こ
れ
を
借
ら
ん
と
す
。
裁
松
周
旋
甚
た
力
む
。
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象
器
箋
ハ
妙
心
寺
の
僧
の
著
ハ
せ
し
も
の
、
よ
り
て
寺
内
に
そ

の
書
両
三
部
を
蔵
す
。
さ
れ
ど
い
ま
た
山
外
に
出
し
ゝ
こ
と
な

し
と
て
久
し
く
事
成
ら
ず
。
卅
年
の
冬
に
至
り
て
、
は
じ
め
て

同
寺
塔
頭
隣
華
院
の
蔵
な
る
を
借
り
得
た
り
。
よ
り
て
真
宗
中

学
の
諸
生
に
嘱
し
て
こ
れ
を
写
さ
し
む
。
卅
年
十
二
月
よ
り
卅

一
年
初
夏
に
至
り
て
第
一
巻
よ
り
第
十
二
巻
ま
て
功
成
る
。
さ

れ
ど
借
用
の
期
既
に
尽
き
た
る
を
以
て
一
旦
こ
れ
を
帰
す
。
そ

の
年
の
冬
、
ま
た
更
め
て
こ
れ
を
借
り
、
家
眷
を
し
て
こ
れ
を

写
さ
し
む
。
十
二
月
よ
り
今
茲
卅
二
年
四
月
に
至
り
て
全
篇
成

【
図
三
】
李
花
亭
文
庫
本
・
巻
二
十
の
奥
書

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
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れ
り
。
よ
り
て
原
本
と
対
照
し
て
句
点
を
施
し
、
ま
た
魯
魚
の
誤
り
を
正
す
。

匆
々
に
み
た
れ
バ
、
誤
り
の
正
さ
れ
ざ
る
も
多
か
る
べ
し
。
ま
た
原
本
の
あ
や

ま
り
も
往
々
こ
れ
あ
る
が
如
し
。
そ
れ
ら
ハ
一
々
え
正
さ
ず
し
て
や
み
ぬ
。

　

明
治
卅
二
年
五
月
廿
三
日　

藤
岡
東
圃
し
る
す
。�

」

イ
・
ロ
い
ず
れ
の
奥
書
も
明
治
三
二
年
五
月
二
三
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

藤
岡
作
太
郎
（
号
、
東
圃
）
は
、
明
治
二
九
年
に
『
禅
林
象
器
箋
』
の
存
在
を
知
っ

て
閲
覧
を
熱
望
し
、
同
郷
出
身
の
教
育
者
・
宝
山
良
雄
（
一
八
六
八
～
一
九
二
八
）
の

斡
旋
に
よ
り
、
妙
心
寺
塔
頭
・
隣
華
院
の
所
蔵
本
を
借
用
す
る
に
至
っ
た
。
藤
岡
は

東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
明
治
二
七
年
七
月
か
ら
京
都
・
真
宗
大
谷
派
第
一
中
学
校

の
教
員
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
九
年
に
は
真
宗
大
学
寮
の
教
授
に
就
任
し
て
い

る
。
一
回
目
の
書
写
で
「
真
宗
中
学
の
諸
生
」
に
助
力
を
得
て
い
る
の
は
、
こ
の
縁

に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
翌
三
〇
年
に
は
第
三
高
等
学
校
教
授
に
就
任
し
て
お
り
、
藤
岡

は
明
治
三
三
年
に
東
京
大
学
文
科
大
学
の
助
教
授
に
な
る
ま
で
の
六
年
間
は
京
都
に

て
教
壇
に
た
っ
て
い
た
。

宝
山
は
明
治
三
〇
年
当
時
、
妙
心
寺
・
花
園
普
通
学
林
の
教
頭
の
任
に
あ
っ
た
人

物
で
あ
る
五
。
八
歳
ま
で
に
両
親
を
亡
く
し
た
宝
山
は
、
一
一
歳
で
仏
門
に
入
っ
て

曹
洞
禅
の
修
行
を
経
験
し
、
一
九
歳
で
還
俗
し
て
同
志
社
普
通
校
か
ら
東
京
帝
国
大

学
に
入
学
し
た
経
歴
を
も
つ
。
宝
山
は
大
学
時
代
に
円
覚
寺
・
釈
宗
演
師
に
参
禅

【
表
二
】
李
花
亭
文
庫
本
の
奥
書

巻　

奥　

書

1
卅
一
年
一
月
八
日
書
写
了
、

卅
二
年
三
月
廿
六
日
校
閲
了

2
明
治
卅
二
年
三
月
廿
七
日
校
閲
了

3
明
治
卅
二
年
三
月
卅
一
日
校
閲
了

4
明
治
卅
二
年
四
月
三
日
校
閲
了

5
明
治
卅
二
年
四
月
四
日
校
閲
了

6
明
治
卅
二
年
四
月
五
日
校
閲
了

7
明
治
卅
二
年
四
月
六
日
校
閲
了

8
明
治
卅
二
年
四
月
八
日
校
閲
了

9
明
治
卅
二
年
四
月
十
六
日
校
閲
了

10
明
治
卅
二
年
四
月
廿
三
日
校
閲
了

11
明
治
卅
二
年
四
月
廿
六
日
校
閲
了

12
明
治
卅
二
年
四
月
廿
九
日
校
閲
了

13
明
治
卅
二
年
四
月
三
十
日
校
閲
了

14
明
治
卅
二
年
五
月
四
日
校
閲
了

15
明
治
卅
二
年
五
月
七
日
校
閲
了

16
明
治
卅
二
年
五
月
十
日
校
閲
了

17
明
治
卅
二
年
五
月
十
三
日
校
閲
了

18
明
治
卅
二
年
五
月
十
六
日
校
閲
了

19
明
治
卅
二
年
五
月
廿
一
日
校
閲
了

20
（
本
文
中
に
別
記
）
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し
、
ま
た
湯
島
麟
祥
院
の
参
禅
会
に
も
通
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
宿
の
山
本
良

吉
は
、「
加
賀
の
三
太
郎
」
と
称
さ
れ
た
西
田
幾
多
郎
・
鈴
木
大
拙
・
藤
岡
作

太
郎
ら
と
第
四
高
等
中
学
校
時
代
か
ら
の
交
友
が
あ
り
、
藤
岡
作
太
郎
と
宝
山

良
雄
は
山
本
を
介
し
て
東
京
で
知
り
合
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

さ
て
、
藤
岡
作
太
郎
は
明
治
三
〇
年
一
二
月
か
ら
三
一
年
初
夏
ま
で
に
『
禅

林
象
器
箋
』
隣
華
院
本
を
一
部
書
写
し
、
同
年
一
二
月
か
ら
翌
三
二
年
四
月
に

か
け
て
残
り
を
書
写
、
三
月
末
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
校
閲
を
果
た
し
て
い

る
。
教
え
子
や
家
族
を
巻
き
込
ん
で
書
写
に
あ
た
っ
た
様
子
が
奥
書
に
み
え

る
。底

本
と
し
た
隣
華
院
本
は
、
一
冊
毎
に
「
隣
華
（
花
）
蔵
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
蔵
書
印
が
な
い
と
い
う
特
徴
か
ら
、
②
で
示
し
た
阪
大
本
が
か
つ
て

の
隣
華
院
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
奥
書
イ
に
引
用
さ
れ
た
箱
書
き

か
ら
、
隣
華
院
本
の
函
は
①
で
示
し
た
京
教
大
本
の
函
と
し
て
伝
来
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

④
安
国
寺
本
（
飛
騨
安
国
寺
）

安
国
寺
本
は
、「
禅
林
象
器
箋　

目
録
」（
外
題
）
と
題
す
る
一
冊
と
「
禅
林

象
器
箋　

一
」
～
「（
同
）
二
十
」
の
二
〇
冊
に
、「
禅
林
象
器
箋　

援
書
巻

葉　

上
（
下
）」
と
題
す
る
上
下
二
巻
二
冊
を
加
え
た
、
計
二
三
冊
で
構
成
さ

【
図
四
】
安
国
寺
本
の
「
援
書
巻
葉
」
上
下
巻
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れ
る
。「
援
書
巻
葉
」
上
下
巻
は
、
項
目
語
ご
と
に
引
用
書
名
が
列
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
丈
（
丁
）
が
割
り
書
き
さ
れ
て

い
る
【
図
四
】。
原
本
お
よ
び
①
～
③
⑥
の
写
本
に
は
伝
存
し
な
い
巻
で
、
今
回
紹
介
す
る
写
本
の
中
で
は
、
安
国
寺
本
と
次

に
紹
介
す
る
駒
大
本
の
み
に
存
在
す
る
。

収
納
箱
は
、
は
め
込
み
式
の
ケ
ン
ド
ン
箱
で
、
蓋
の
表
に
「
当
山
四
十
三
世
／
物
先
和
尚
代
／
無
隠
記
焉
」
の
墨
書
が
あ
る

【
図
五
】。
物
先
宗
晙
和
尚
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
九
日
に
示
寂
し
て
お
り
、
本
書
は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
に
書
写

あ
る
い
は
入
手
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
無
隠
」
と
あ
る
の
は
、
当
寺
四
十
五
世
・
無
隠
董
顕
で
あ
る
。
無
隠
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
生
ま
れ
で
、
物
先
が
住

職
で
あ
っ
た
時
期
に
は
十
歳
に
も
満
た
な
い
た
め
、
箱
書
き
の
「
記
」
を
写
本
の
記
主
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
隠
が

四
十
四
世
・
琢
道
禅
磨
か
ら
住
職
を
引
き
継
い
だ
の
は
明
治
二
〇
年
一
月
で
、
箱
が
調
達
あ
る
い
は
箱
書
き
さ
れ
た
の
は
明
治

二
〇
年
か
ら
無
隠
示
寂
の
明
治
三
四
年
ま
で
の
時
期
と
思
わ
れ
る
。

【
図
五
】
安
国
寺
本
を
収
納
す
る
ケ
ン
ド
ン
箱
と
蓋
の
表
書
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安
国
寺
本
に
は
、「
龍
華
本
ノ
文
如
左
」（
巻
三
・
六
四
丁
ウ
ラ
【
図
六
】）、「
大
鐘
作
大
鑑
、
龍
華
本
」（
巻
十
八
・
二
〇
丁
ウ
ラ

【
図
七
】）、「
龍
華
本
如
左
」（
巻
十
九
・
九
五
丁
ウ
ラ
【
図
八
】）
と
い
っ
た
貼
紙
（
付
箋
）
が
あ
り
、
書
写
の
の
ち
に
龍
華
院
所
蔵

の
原
本
と
校
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（【
表
四
】
参
照
）。
巻
十
で
は
底
本
に
錯

簡
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
脱
語
〈
以
下
可
考
〉」（「
胡
跪
」
項
）・「
長
跪
又
作

跪
ノ

文
此
処
カ
」（「
互
跪
」
項
）・「
住
持
位
前
不
可
行
過�

─
─�

─
─�

如
何
」（
末
尾
）
と

い
っ
た
貼
紙
が
み
ら
れ
る
。
最
終
丁
ウ
ラ
に
は
「
以
下
左
ノ
文
ア
リ
、
目
録
ニ
モ
載

之
」
と
し
て
「
住
持
位
前
不
可
行
過
」
の
一
項
の
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
図
六
】
安
国
寺
本
・
巻
三
「
普
庵
」

【
図
七
】
安
国
寺
本
・
巻
十
八
「
定
鐘
」

【
図
八
】

　
　

安
国
寺
本
・
巻
十
九
の
巻
末
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⑤
駒
大
本
（
駒
澤
大
学
図
書
館
）

駒
大
本
は
、「
禅
林
象
器
箋　

序
総
目
」（
外
題
）
と
題
す
る
一
冊
と
「
禅
林
象
器
箋　

巻
第
一
」
～
「（
同
）
巻
第
二
十
」
の

二
〇
冊
に
、「（
同
）
援
書
巻
葉
上
（
下
）」
の
二
冊
を
加
え
た
、
計
二
三
冊
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
構
成
は
安
国
寺
本
と
同
様

で
あ
る
。

当
本
は
臨
川
書
店
の
古
書
目
録
『
和
・
洋
古
書
善
本
特
選
目
録
〈
二
〇
〇
五
年�

春
期
特
集�

第
十
二
号
〉』
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
を
駒
澤
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
冊
第
一
丁
オ
モ
テ
の
右
下
部
に
「
玉
龍
蔵
書
」
の
蔵
印
が
あ
り
、
玉
龍
寺
（
あ
る
い
は
玉
龍
院
）
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
玉
龍
寺
（
院
）
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
六
。

収
納
箱
は
、
は
め
込
み
色
の
ケ
ン
ド
ン
箱
で
、
蓋
の
表
に
「
禅
林
象
器
箋
」、
裏
に
「
全
部
二
十
三
巻
」
の
墨
書
が
あ
る
。

袋
綴
の
地
に
は
「
象
器
箋
巻
一
」
～
「
象
器
箋
巻
二
十
止
」
と
あ
る
ほ
か
、
背
に
は
「
共
廿
三
冊
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

安
国
寺
本
と
同
様
、
書
写
後
に
龍
華
院
所
蔵
の
原
本
と
校
合
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
十
に
は
補
訂
し
た
貼
紙
に

「
龍
華
之
源
本
ニ
テ
改
之
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
巻
三
の
「
普
庵
」、
巻
十
九
末
尾
の
欠
落
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
貼
紙
に

よ
っ
て
補
訂
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
巻
十
末
尾
の
錯
簡
に
つ
い
て
安
国
寺
本
の
校
閲
（
補
訂
）
が
不
十
分
な
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
本
は
校

閲
が
完
了
し
た
状
態
に
あ
る
。【
表
四
】
に
み
え
る
巻
十
八
「
定
鐘
」
項
の
「
大
鑑
」
に
つ
い
て
も
、
安
国
寺
本
が
付
箋
に
よ

る
校
合
の
記
録
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
本
は
白
墨
を
用
い
て
修
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。

巻
三
・
七
八
丁
に
は
袋
綴
の
中
に
「
賓
頭
盧
下
、
雑
阿
含
経
云
々
、
五
百
阿
羅
漢
倶　
　
　

五
上
恐
脱
與
字
乎
」
の
付
箋
が

挟
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
本
の
八
五
丁
に
挟
み
込
ま
れ
た
付
箋
と
文
言
が
一
致
す
る
。
他
の
付
箋
に
つ
い
て
は
管
見
の
限

り
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
駒
大
本
は
原
本
と
の
校
合
に
あ
た
っ
て
、
付
箋
に
つ
い
て
も
複
製
が
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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⑥
東
大
史
料
本
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

東
大
史
料
本
は
、「
禅
林
象
器
箋　

第
一
」（
外
題
、
以
下
同
）
～
「（
同
）
第
三
」、「（
同
）
十
一
」
～
「（
同
）
二
十
」（
巻
十

七
は
欠
本
）
の
一
二
冊
が
現
存
す
る
。
巻
四
～
巻
十
、
巻
十
七
、
首
巻
（
目
録
）
は
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。
箱
は
な
く
、「
第
一
」

～
「
十
三
」
ま
で
の
六
冊
が
一
帙
に
、「
十
四
」
～
「
二
十
」
の
六
冊
が
別
の
一
帙
に
収
納
さ
れ
、
二
帙
一
二
冊
の
構
成
を
と

る
。表

紙
見
返
し
に
「
東
京
大
学
図
書
」「
史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」
の
蔵
印
が
あ
る
ほ
か
、
第
一
丁
オ
モ
テ
の
右
下
部
に
「
竹

叢
庫
図
書
」
の
蔵
印
が
み
え
る
。「
竹
叢
庫
図
書
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
。
裏
表
紙
見
返
し
に
古
書
店
の
ラ
ベ

ル
を
剥
が
し
た
跡
が
あ
り
、
古
書
店
に
て
販
売
さ
れ
た
経
歴
が
伝
わ
る
。

表
紙
右
下
に
は
史
料
編
纂
所
の
蔵
書
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
る
が
、
右
上
に
は
蔵
書
ラ
ベ
ル
を
剥
が
し
た
痕
跡
が
各
冊
と
も
に

み
え
る
。

巻
三
「
普
庵
」
や
巻
十
八
「
大
鑑
」、
巻
十
九
末
尾
を
原
本
お
よ
び
他
の
写
本
と
比
較
す
る
と
、
巻
十
八
の
「
大
鑑
」
が

「
大
鐘
」
と
な
っ
て
い
る
点
を
の
ぞ
け
ば
、
お
お
む
ね
原
本
に
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
諸
本
調
査
の
小
括

今
回
は
、
①
～
⑥
の
写
本
調
査
に
と
ど
ま
っ
た
が
、【
表
三
】【
表
四
】
で
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
次
の
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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【
表
三
】『
禅
林
象
器
箋
』
諸
本
の
比
較
１
（
体
裁
）

　

所
蔵
者

巻

冊

構
成

蔵
書
印

（
旧
蔵
）

奥
書

寸
法

箱

形
態

寸
法

　

龍
華
院

21

21

総
目
、

一
～
二
十

×

○

23.0
×
16.5

未
調
査

①
京
教
大

21

21

表
目
、

一
～
二
十

×

○

27.3
×
19.3

ケ
ン
ド
ン
箱

23.6
×
31.2
×
48.5

（
表
）
禅
林
象
器
箋

（
裏
）
文
政
十
三
庚
寅
孟
秋

　
　

新
添
、
隣
華
書
蔵

②
阪
大

21

21

（
首
巻
）、

一
～
二
十

隣
華（
花
）蔵

（
墨
書
）

×

26.9
×
19.8

（
な
し
）

③
李
花
亭

21

11

首
、

一
・
二
～
十
九
・
二
十

李
花
亭
文
庫

／
布
地
遠
香

○

24.0
×
16.8

6
帙

④
安
国
寺

23

23

目
録
、
一
～
二
十
、

援
書
巻
葉
上
、

援
書
巻
葉
下

×

×

23.3
×
16.2

ケ
ン
ド
ン
箱

19.8
×
27.1
×
43.9

（
表
）
当
山
四
十
三
世
物
先

　
　

和
尚
代
、
無
隠
記
焉

（
裏
）
な
し

⑤
駒
大

23

23

序
総
目
、
一
～
二
十
、

援
書
巻
葉
上
、

援
書
巻
葉
下

玉
龍
蔵
書

×

27.5
×
19.4

ケ
ン
ド
ン
箱

22.0
×
29.9
×
42.0

（
表
）
禅
林
象
器
箋

（
裏
）
全
部
二
十
三
巻

⑥
東
大
史
料
現
存
12
冊
第
一
～
第
三
、

十
一
～
二
十
（
十
七
欠
）
竹
叢
庫
図
書

×

22.8
×
16.5

2
帙
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【
表
四
】『
禅
林
象
器
箋
』
諸
本
の
比
較
２
（
本
文
の
異
同
）

　

所
蔵
者

巻
三

「
普
庵
」
項

『
捜
神
大
全
』
の

　

欠
落
部
分

巻
十
（
末
尾
）

「
胡
跪
」
項

　

７
行
分
の
錯
簡

「
住
持
位
前
不
可
行
過
」
項

　

の
欠
落

巻
十
七

「
磨
衲
」

　

項
で
の

　
　

頭
注

巻
十
八

「
定
鐘
」
項
巻
十
九
（
末
尾
）

の
「
油
単
・
包
・

包
鈎
」
項

首
巻
・

援
書
目
録
の

「
中
峰

　

東
語
西
話
」

　

龍
華
院

欠
落
な
し

錯
簡
な
し

欠
落
な
し

あ
り

大
鑑

あ
り
（
改
丁
）

～
西
話

①
京
教
大

欠
落
あ
り

錯
簡
あ
り

欠
落
あ
り

な
し

大
鑑

な
し

～
西
語

②
阪
大

（
未
調
査
）

錯
簡
あ
り

欠
落
あ
り

な
し

大
鑑

な
し

（
未
調
査
）

③
李
花
亭

欠
落
あ
り

錯
簡
あ
り

欠
落
あ
り

な
し

大
鑑

な
し

～
西
語

④
安
国
寺

欠
落
あ
り

→
「
龍
華
本

ノ
文
如
左
」
の

�

付
箋

錯
簡
あ
り

→
補
訂
を
試
み
る

　

付
箋
あ
り

欠
落
あ
り

→
貼
紙
に
て
補
訂

あ
り

大
鐘

（
貼
紙
）

「
大
鐘
作

　

大
鑑
、

　

龍
華
本
」

「
龍
華
本
如
左
」

と
し
て
貼
紙
に

よ
り
追
加

～
西
語

→
（
朱
筆
）

　

西
話

⑤
駒
大

欠
落
あ
り

→
貼
紙
に
て
補
訂

錯
簡
あ
り

→
貼
紙
「
龍
華
之

源
本
ニ
テ
改
之
」
に
て
補
訂

欠
落
あ
り

→
巻
末
に
補
訂

あ
り

大
鐘

→
（
白
墨
）

　

大
鑑

最
終
丁
～
貼
紙

に
か
け
て
追
加

～
西
語

→
（
白
墨
）

　

西
話

⑥
東
大
史
料
欠
落
な
し

（
欠
本
）

（
欠
本
）
大
鐘

あ
り
（
改
丁
）

（
欠
本
）
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Ａ
（
①
～
③
）

こ
れ
ら
三
つ
の
写
本
の
う
ち
、
ま
ず
③
は
、
先
に
引
用
し
た
奥
書
イ
か
ら
、
各
冊
に
「
隣
華
蔵
」
の
墨
書
（【
図
二
】）
を
も

つ
②
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
③
の
奥
書
イ
に
よ
り
、
現
在
①
を
収
納
し
て
い
る
箱
（【
図
一
】）

が
旧
来
は
②
を
収
納
す
る
箱
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。【
表
四
】
を
み
る
と
①
～
③
は
同
じ
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
地
方

寺
院
の
什
物
と
な
っ
た
①
も
ま
た
、
③
と
同
様
に
②
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
①
～
③
は
、
隣
華
院
旧
蔵
の
②
を
底
本
と
し
た
同
一
系
統
の
写
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
箱
書
き
に
み
え

る
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
「
新
添
」
は
、
②
の
写
本
そ
の
も
の
に
書
写
年
を
示
す
奥
書
が
み
ら
れ
な
い
以
上
は
、
こ
の

年
次
を
書
写
年
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
箱
の
後
補
・
新
調
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
）。

Ｂ
（
④
⑤
）

④
と
⑤
は
、「
援
書
巻
葉
」
と
題
す
る
上
下
巻
を
含
む
二
三
冊
本
と
し
て
存
在
す
る
点
か
ら
、
同
じ
系
統
に
属
す
と
考
え
ら

れ
る
。
④
⑤
は
い
ず
れ
も
「
龍
華
本
」
に
よ
る
校
閲
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
底
本
と
し
た
の
は
龍
華
院
の
原
本
で

は
な
い
写
本
と
な
る
。
底
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
Ａ
類
の
系
統
と
特
徴
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
共
通
す
る
底
本
の
存
在
が
想
定

さ
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
写
本
の
調
査
を
続
け
れ
ば
、
底
本
と
な
っ
た
写
本
や
「
援
書
巻
葉
」
の
淵
源
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

Ｃ
（
⑥
）

⑥
は
欠
本
が
あ
り
比
較
で
き
な
い
巻
も
あ
る
も
の
の
、
巻
三
や
巻
十
九
に
欠
落
が
な
く
原
本
に
限
り
な
く
忠
実
な
書
写
内
容

と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
Ａ
Ｂ
類
と
別
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
写
本
の
系
統
（
書
写
関
係
）
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
未
確
認
の
写
本
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
本
稿
に
て
早
急
に
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
か
つ
無
意
味
で
あ
る
。

他
の
写
本
に
つ
い
て
、
例
え
ば
足
利
学
校
本
は
、
奥
書
・
蔵
印
な
ど
書
写
に
関
わ
る
書
誌
情
報
が
な
い
点
を
確
認
し
て
い
る

が
、
実
見
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
確
認
作
業
を
進
め
た
い
。

建
仁
寺
両
足
院
本
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
科
研
費
調
査
に
よ
り
所
蔵
典
籍
に
つ
い
て
目
録
が
整
備
さ
れ
、
基
本
的
な
書
誌
情

報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
七
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
足
院
本
は
江
戸
中
期
に
お
け
る
高
峯
東
晙
に
よ
る
筆
写
本
で
「
東
／
晙
」

（
朱
・
方
印
）
の
印
記
を
有
す
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
高
峯
東
晙
に
よ
る
書
き
入
れ
も
あ
る
よ
う
で
、
す
で
に
研
究
利
用
も
さ
れ

て
い
る
八
。

③
李
花
亭
文
庫
本
の
奥
書
ロ
に
は
、
鈴
木
大
拙
の
証
言
と
し
て
円
覚
寺
に
『
禅
林
象
器
箋
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。
な
お
、
④
安
国
寺
本
の
ケ
ン
ド
ン
箱
に
表
書
き
を
施
し
た
無

隠
和
尚
の
頂
相
に
は
、
円
覚
寺
派
管
長
・
釈
宗
演
師
に
よ
る
賛
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
奇
し
く
も
両
師
と
も
同
じ
安
政
六
年
一

二
月
生
ま
れ
で
あ
る
。
無
隠
の
行
録
に
つ
い
て
は
十
分
明
ら
か
に
な
し
え
な
い
が
、
両
者
を
つ
な
ぐ
縁
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
無
隠
が
円
覚
寺
に
て
修
行
し
釈
宗
演
師
と
同
参
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
④
の
写
本
と
円
覚
寺
本
に
関
連
が
あ
る
か
は

定
か
で
な
い
が
、
こ
の
方
面
で
も
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て　

─
付
、『
象
器
緒
餘
』
所
収
「
象
器
箋
例
言
」
の
紹
介
─

こ
こ
ま
で
『
禅
林
象
器
箋
』
の
写
本
に
関
す
る
雑
駁
な
調
査
ノ
ー
ト
に
終
始
し
、
冒
頭
で
研
究
課
題
と
し
て
掲
げ
た
、
無
著

禅
師
の
著
作
の
流
布
・
受
容
と
い
う
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
は
一
歩
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
も
写
本
等
の
調
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査
を
続
け
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
書
写
の
時
期
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

①
の
写
本
が
曹
洞
宗
の
地
方
寺
院
に
伝
来
し
た
よ
う
に
、『
禅
林
象
器
箋
』
の
存
在
は
あ
る
程
度
は
都
鄙
に
知
れ
渉
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
④
の
安
国
寺
本
の
存
在
が
今
ま
で
一
地
方
に
埋
も
れ
て
い
た
よ
う
に
、
各
所
に
同
様
な
写
本
が
眠
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』
の
写
本
に
つ
い
て
、
各
方
面
か
ら
知
見
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。最

後
に
、
こ
の
た
び
写
本
調
査
で
訪
問
し
た
妙
心
寺
塔
頭
・
春
光
院
に
お
い
て
北
苑
文
庫
と
し
て
架
蔵
さ
れ
る
無
著
禅
師
の

『
象
器
緒
餘
』
冒
頭
に
、
既
刊
の
影
印
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
象
器
箋
例
言
」
な
る
頁
が
あ
っ
た
の
で
本
文
を
紹
介
し
た

い
。同

書
は
周
知
の
ご
と
く
『
禅
林
象
器
箋
』
の
拾
遺
と
で
も
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。
柳
田
聖
山
は
無
著
禅
師
の
著
作
に
「
未

決
」
や
「
緒
余
」
と
い
っ
た
一
冊
が
附
録
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
点
を
指
摘
し
、
未
解
決
の
課
題
を
列
記
し
て
後
賢
の
解
決
に
委

ね
る
そ
の
姿
勢
に
、
妥
協
な
き
科
学
的
な
解
釈
を
追
究
す
る
無
著
の
文
献
学
的
立
場
を
読
み
取
っ
て
い
る
九
。
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【
釈
文
】
象
器
箋
例
言

此
箋
正
解
敕
修
清
規
色
目
、
又
旁
箋
禅
史
名
目
、

凡
名
目
欠
古
解
者
僣
作
其
義
解
、
古
人
亦
不
得
義
訓
者
、
参
考
諸
書
所
用

而
自
作
義
、
如
罘

字
之
例

凡
所
編
引
書
証
其
字
有
解
則
引
解
無
解
則
有
僣
解
者
又
挙
故
事
廣
聞
見
、

凡
引
書
其
書
有
数
種
則
雖
後
出
者
、
若
足
以
可
証
今
事
、
或
其
書
言
語
巧

妙
易
発
解
者
、
雖
後
出
必
引
之
、
主
喪
善
無
畏
引
編
年
通
論
之
類
也
、
若
両

可
取
則
依
古
書
前
出
者
、

【
読
み
下
し
】

此
の
箋
正
は
『
勅
修
清
規
』
の
色
目
を
解
き
、
又
た
旁
ら
禅
史
の
名
目
を

箋
す
。

凡
そ
、
名
目
に
古
解
を
欠
く
者
は
、
僣
し
て
其
の
義
解
を
作
す
。
古
人
も

亦
た
義
訓
を
得
ざ
る
者
を
ば
、
諸
書
の
用
う
る
所
を
参
考
し
て
自
ら
義
を
作

す
。「
罘

」
の
字
の
例
の
如
し
。

凡
そ
、
編
む
所
は
、
書
を
引
き
て
其
の
字
を
証
す
。
解
有
れ
ば
則
ち
引
解

し
、
解
無
く
ん
ば
則
ち
僣
解
す
る
者
あ
り
。
又
た
故
事
を
挙
げ
て
、
聞
見
を

広
ぐ
。

凡
そ
、
書
を
引
く
に
、
其
の
書
に
数
種
有
れ
ば
、
則
ち
後
出
の
者
と
雖

【
図
九
】「
象
器
箋
例
言
」

　
　
　
　
（
春
光
院
所
蔵
『
象
器
緒
餘
』）
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も
、
若
し
以
て
今
事
を
証
す
べ
き
に
足
り
、
或
い
は
其
の
書
の
言
語
巧
妙
に
し
て
解
を
発
し
易
き
者
は
、
後
出
と
雖
も
必
ず
之

を
引
く
。「
主
喪
」
の
善
無
畏
に
『
編
年
通
論
』
を
引
く
の
類
い
な
り
。
若
し
両
つ
な
が
ら
取
る
べ
く
ん
ば
、
則
ち
古
書
前
出

の
者
に
依
る
。

既
刊
の
影
印
本
で
は
『
禅
林
象
器
箋
』
に
引
き
続
い
て
『
象
器
緒
餘
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
一〇。
と
こ
ろ
が
影
印
本
に
収
録

さ
れ
る
の
は
【
図
九
】
左
の
「
禅
林
象
器
箋　

緒
餘
」
以
降
で
あ
り
、
本
書
巻
頭
の
「
象
器
箋
例
言
」
の
一
丁
は
未
収
録
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
例
言
」
に
よ
る
と
、『
禅
林
象
器
箋
』
は
、『
敕
修
百
丈
清
規
』
の
法
式
・
条
目
を
解
釈
し
、
か
つ
禅
宗
の
歴
史
に
お

け
る
物
事
の
名
称
を
編
纂
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

『
禅
林
象
器
箋
』
の
前
提
に
『
敕
修
百
丈
清
規
』
が
あ
る
こ
と
は
、
無
著
が
『

峭
余
録
』
に
付
し
た
識
語
に
よ
っ
て
も
明

ら
か
に
あ
る
。
つ
ま
り
、『

峭
余
録
』
識
語
に
、

「
勅
修
清
規
旧
鈔
、
其
解
本
規
者
左
觽
取
之
、
其
解
名
色
者
象
器
箋
撰
入
、
不
可
収
此
二
書
者
録
之
、
名

峭
余
録
」

（『
勅
修
清
規
』
の
旧
鈔
、
其
れ
本
規
を
解
す
る
者
は
『
左
觽
』
に
之
を
取
り
、
其
れ
名
色
を
解
す
る
者
は
『
象
器
箋
』
に
撰
び
入
る
、
此
の
二

書
に
収
む
べ
か
ら
ざ
る
者
、
之
を
録
し
、『

峭
余
録
』
と
名
づ
く
。）

と
あ
り
、『
敕
修
百
丈
清
規
』
の
写
本
・
校
勘
本
を
蒐
集
す
る
中
で
、
清
規
（
規
則
）
の
解
釈
に
通
じ
る
部
分
は
『
敕
修
百
丈
清

規
左
觽
』
に
編
入
し
、
語
義
の
解
釈
に
通
じ
る
部
分
は
『
禅
林
象
器
箋
』
に
、
両
者
へ
の
収
録
に
適
さ
な
い
部
分
の
拾
遺
が

『

峭
余
録
』
と
し
て
、
明
確
に
自
著
の
対
象
に
つ
い
て
棲
み
分
け
て
い
る
。
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「
象
器
箋
例
言
」
で
は
、
続
い
て
語
義
解
釈
の
作
法
に
つ
い
て
、
無
著
の
方
法
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
意
訳
す
れ
ば
、

・
古
人
に
よ
る
解
釈
の
な
い
も
の
は
自
ら
類
推
し
て
解
釈
を
施
す
。

・
訓よ

み
方
す
ら
不
明
な
場
合
は
、
諸
書
に
み
え
る
用
例
を
参
考
に
し
て
自
ら
解
釈
す
る
。

・�

引
用
書
に
つ
い
て
、
よ
り
古
い
書
（
の
解
釈
）
を
優
先
す
る
の
が
原
則
で
は
あ
る
が
、
解
釈
が
よ
り
的
確
で
あ
っ
た
り
、

説
明
が
巧
み
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
後
出
の
書
で
あ
っ
て
も
採
用
す
る
。

と
い
っ
た
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
象
器
緒
餘
』
巻
末
の
奥
書
に
は
、

「
自
元
禄
十
年
丁
丑
正
月
朔
資
始
撰
次
、
到
明
年
戊
寅
六
月
十
二
日
断
手
。『
此
是
旧
撰
十
巻
者
』」

（
元
禄
十
年
丁
丑
正
月
朔
よ
り
撰
次
を
資
始
し
、
明
年
戊
寅
六
月
十
二
日
に
到
り
断
手
す
。（
此
は
是
れ
旧
撰
十
巻
の
者
な
り
。）」

と
あ
っ
て
、
す
で
に
無
著
四
五
歳
の
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
の
段
階
か
ら
『
禅
林
象
器
箋
』
の
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
当
初

は
十
巻
本
と
し
て
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
無
著
道
忠
禅
師
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
進
め
ら
れ
た
『
禅
林
象
器
箋
』
に
つ
い
て
、
そ
の
編
纂
の
経
過
に

つ
い
て
も
、
な
お
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
引
き
続
き
研
究
課
題
と
し
て
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

【
註
】

一�

禅
文
化
研
究
所
資
料
室
編
『
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
目
（
一
）
龍
華
院
所
蔵
之
部
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
六
五
）

二�

飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
、
初
版
は
一
九
四
二
年
刊
）、
柳
田
聖
山
「
無
著
道
忠
の
学
問
」（『
禅
学
研
究
』
五
五
、
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一
九
六
六
）。
な
お
、
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
論
考
と
し
て
、
村
田
無
道
「
無
著
道
忠
禅
師
」（『
禅
林
象
器
箋
』
貝
葉
書
院
、
一
九
〇
九
）、
松
本

文
三
郎
「
無
著
禅
師
と
禅
宗
文
学
」（『
仏
教
芸
術
と
そ
の
人
物
』
同
文
館
、
一
九
二
三
）、
南
川
宗
謙
「
無
著
禅
師
と
祖
芳
和
尚
」（『
妙
心
寺
六
百

年
史
』
一
九
三
五
）
な
ど
が
あ
る
。

三�

こ
の
よ
う
な
視
点
を
含
む
研
究
と
し
て
、
片
山
晴
賢
「
無
著
道
忠
編
纂
の
語
録
辞
書
に
つ
い
て
（
一
）」（『
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一

八
、
一
九
九
〇
）
が
あ
る
。

四�

飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
）
所
収
。

五�

松
本
晧
一
「「
教
育
者
」
型
人
格
に
お
け
る
宗
教
体
験
と
聖
・
俗
の
行
動
傾
向�

─
栽
松
・
宝
山
良
雄
の
場
合
─
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學

部
研
究
紀
要
』
四
七
、
一
九
八
九
）

六�

蔵
書
印
の
み
が
手
が
か
り
だ
が
、
今
後
も
調
査
を
続
け
た
い
。

七�

赤
尾
栄
慶
編
『
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
る
五
山
文
学
関
係
典
籍
類
の
調
査
研
究
［
一
］
建
仁
寺
両
足
院
聖
教
目
録
』（
京
都
国
立

博
物
館
、
二
〇
一
〇
）
※
平
成
一
九
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
中
間
報
告
書

八�

尾
崎
正
善
「
警
策
考
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
二
七
、
一
九
九
六
）。
本
論
文
の
存
在
に
つ
い
て
は
本
多
道
隆
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

九�

柳
田
聖
山
「
無
著
道
忠
の
学
問
」（『
禅
学
研
究
』
五
五
、
一
九
六
六
）

一〇�

『
禅
学
叢
書�

九�

禅
林
象
器
箋
・
葛
藤
語
箋
・
禅
林
句
集
辨
苗
』
上
下
冊
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
九
）

【
付
記�

】
拙
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
・
教
学
研
究
委
員
（
野
口
善
敬
師
・
廣
田
宗
玄
師
・
丸
毛
俊
宏
師
・
本
多
道
隆

師
・
小
川
太
龍
師
）
の
各
位
よ
り
適
切
な
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　

�　

円
覚
寺
本
の
所
在
に
つ
い
て
、
入
稿
後
の
調
査
で
、
円
覚
寺
塔
頭
・
佛
日
庵
所
蔵
の
二
三
冊
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
え

た
。
ま
た
、
松
ヶ
岡
文
庫
に
も
二
点
の
写
本
が
所
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
調
査
を
進
め
た
い
。


